
議会クイズ  抽選で３名の方に
商品券が当たる！ 
スマホで簡単応募
詳しくはP18をご覧ください 

令和5年11月15日発行

第179号

責任者　議会議長　井出　一己
年４回発行

・議会新体制が決定
・令和４年度各会計決算を認定
・国へ意見書３件を提出
・意見交換会に対する町からの回答

P.４
P.２・３

P.10・11
P.19

塩
川
滝
に
続
く
道

塩
川
滝
に
続
く
道



　

10
月
16
日
に
、
令
和
５
年
第
３
回
愛
川
町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
は
、
正
副
議
長
を
は
じ
め
、
議
会
選
出
監
査
委
員
、
議
会
運
営
委

員
会
委
員
及
び
各
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

山
や ま

中
な か

　正
ま さ き

樹 副議長

熊
く ま さ か

坂　健
け ん た ろ う

太郎 
１期目

議席番号４
愛川の新時代

花
は な う え

上　　功
いさお

１期目
議席番号３
愛川の新時代

井
い

出
で

　一
か ず み

己
５期目

議席番号 11
公明党

茅
か や

　　孝
た か ゆ き

之
2 期目

議席番号２
令和あいかわ

山
や ま な か

中　正
ま さ き

樹
６期目

議席番号 10
愛川の新時代

茅
か や

　大
ひ ろ む

夢
１期目

議席番号１
愛川の新時代

渡
わ た な べ

辺　　基
もとい

５期目
議席番号９
愛川の新時代

井
い

出
で

　一
か ず み

己 議長

第
３
回

臨
時
会

議
長
に
井
出 

一
己
氏

副
議
長
に
山
中 

正
樹
氏

※議席番号順

正副議長、議会運営委員会、　各常任委員会など

議会役職 人事決定

◎委員長　○副委員長　（敬称略）　　　　　　　　　　　　令和５年10月16日時点

議会運営委員会
（委員定数  7 人以内）

会派構成
（◎は代表者）

◎佐　藤　り　え ○渡　辺　　　基 愛川の
新時代

◎渡辺　　基
　花上　　功
　茅　　大夢

山中　正樹
熊坂　健太郎

茅　　　大　夢 岸　上　敦　子 公明党 ◎佐藤　りえ
　岸上　敦子

井出　一己

鈴　木　信　一 井　上　博　明 日本共産党
愛川町議員団

◎鈴木　信一
　小林　敬子

井上　博明

阿　部　隆　之 令和
あいかわ

◎茅　　孝之
　阿部　隆之

小島　総一郎

令和5年11月15日 議
会
新
体
制

決
　
　
算

可
決
議
案
の
内
容
等

討
論
・
意
見
書
・
陳
情

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

意

見

交

換

会

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
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意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
全
員
で
同
意
し
ま

し
た
。

そ
の
他
人
事
関
係
　

　
◎
厚
木
愛
甲
環
境
施
設
組

合
議
会
議
員
の
選
挙

　

申
し
合
わ
せ
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
厚
木
愛
甲
環
境
施

設
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
井
出
一
己
議
長
、

井
上
博
明
議
員
、
渡
辺
基
議

員
、
茅
孝
之
議
員
の
４
人
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員

　

監
査
委
員
は
、
識
見
を
有

す
る
者
と
議
会
議
員
の
2
名

で
構
成
し
て
お
り
、
議
会
選

出
の
監
査
委
員
に
阿
部
隆
之

議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

 鈴
す ず

木
き

　信
し ん

一
い ち

３期目
議席番号8

日本共産党愛川町議員団

阿
あ

部
べ

　隆
た か

之
ゆ き

 監査委員

阿
あ

部
べ

　隆
た か

之
ゆ き

３期目
議席番号７
令和あいかわ

井
い の

上
う え

　博
ひ ろ

明
あ き

11 期目
議席番号 14

日本共産党愛川町議員団

佐
さ と う

藤　りえ
４期目

議席番号６
公明党 

小
こ ば

林
や し

　敬
け い こ

子
６期目

議席番号 13
日本共産党愛川町議員団

岸
き し

上
が み

　敦
あ つ こ

子
３期目

議席番号 ５
公明党 

小
こ じ ま

島　総
そ う

一
い ち

郎
ろ う

8期目
議席番号 12
令和あいかわ

正副議長、議会運営委員会、　各常任委員会など

議会役職 人事決定

広報広聴常任委員会
（委員定数  8人）

◎鈴　木　信　一 ○熊　坂　健太郎

茅   　　孝　之 花　上　　　功

岸　上　敦　子 佐　藤　り　え

阿　部　隆　之 小　林　敬　子

総務建設常任委員会
（委員定数  ７人）

◎井　上　博　明 ○小　島　総一郎

茅   　　大　夢 花　上　　　功

佐　藤　り　え 鈴　木　信　一

井　出　一　己

教育民生常任委員会
（委員定数  ７人）

◎岸　上　敦　子 ○小　林　敬　子

茅   　　孝　之 熊　坂　健太郎

阿　部　隆　之 渡　辺　　  基

山　中　正　樹

 ぜひ傍聴にお越しください！

第179号議
会
新
体
制

決
　
　
算

可
決
議
案
の
内
容
等

討
論
・
意
見
書
・
陳
情

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

意

見

交

換

会

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
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◎
令
和
５
年
度
愛
川
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）　　
（
賛
成
全
員
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
９
１
６
万
７
千
円

を
追
加
し
、
介
護
保
険
特
別

会
計
の
総
額
を
３
５
億
１
，

０
１
６
万
７
千
円
と
し
た
も

の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
令
和
４
年

度
に
概
算
交
付
さ
れ
た
介
護

給
付
費
負
担
金
及
び
地
域
支

援
事
業
費
交
付
金
の
精
算
に

伴
い
、
超
過
額
を
返
納
し
ま

す
。

　

令
和
５
年
第
３
回
愛
川
町
議
会
「
９
月
定
例
会
」
が
、
８
月
29
日
か
ら
９
月
15

日
ま
で
、
会
期
18
日
間
（
本
会
議
開
催
５
日
間
）
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
令
和
４

年
度
各
会
計
の
決
算
を
は
じ
め
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
条
例
及
び
補
正

予
算
な
ど
、
12
件
の
町
長
提
出
議
案
、
５
件
の
議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

全
議
案
を
可
決
す
る
と
と
も
に
、
４
件
の
陳
情
を
審
議
し
ま
し
た
。

令和５年第３回議会定例会日程

2023
　 

　
愛
川
町
議
会

◎
一
般
会
計
決
算

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

　
　
　
（
以
上
、
賛
成
全
員
）

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
決
算

　
（
賛
成
11
人
、
反
対
3
人
）

月 日 曜 会議名 主な内容

8
29 火 本会議

陳情４件の所管常任委
員会への付託
教育委員会委員任命の
採決
損害賠償額の決定
町長提出議案の説明
議員提出議案の説明・
質疑・採決
議会改革推進特別委員会
中間報告

30 水 本会議 一般質問（７人）

9

4 月 本会議 補正予算議案の総括質疑
・討論・採決

5 火 本会議
条例議案及び令和４年度決算
議案の会派代表総括質疑
委員会分割付託の決定

7 木 総務建設
常任委員会 付託案件の審査

8 金 教育民生
常任委員会 付託案件の審査

11 月 総務建設
常任委員会 付託案件の審査

12 火 教育民生
常任委員会 付託案件の審査

15 金 本会議

付託案件の審査結果
の委員長報告・質疑・
討論・採決
議員提出議案の説明・
質疑・討論・採決

　　　　

令
和
４
年
度
決
算
を
認
定

会　　　計 歳　　　入 歳　　　出

一  般  会  計 150億6,042万3千円 143億392万1千円

特別
会計

国民健康
保　　険 46億8,551万7千円 46億4,918万1千円

後期高齢者
医　 　  療 5億9,469万1千円 5億6,633万円

介護保険 33億2,275万2千円 32億2,738万円

企業
会計

公共下水道
事　　   業 14億4,044万円 17億6,097万7千円

水道事業 8億9,019万4千円 10億5,383万4千円

合　　計 259億9,401万7千円 255億6,162万3千円

令和４年度 各会計決算額

人
事
議
案

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

続
き
次
の
方
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

海
老
名
市
在
住　

　
　
　
　

梅
澤　

秋
久　

氏

◎
愛
川
町
印
鑑
条
例
の
一
部

改
正　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

関
係
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
従
来
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
に
も
電
子
証
明
書

を
搭
載
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
搭
載
の
電
子

証
明
書
を
使
用
し
、
申
請
者

が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

◎
令
和
５
年
度
愛
川
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
８
，
８
７
３
万
２

千
円
を
追
加
し
、
一
般
会
計

の
総
額
を
１
４
４
億
３
，
０

２
１
万
６
千
円
と
し
た
も
の

で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
交
通
安
全

対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、

道
路
区
画
線
が
消
え
か
け
て

危
険
度
が
高
い
と
判
断
し
た

町
道
５
か
所
へ
の
道
路
区
画

線
設
置
工
事
及
び
交
差
点
２

か
所
へ
の
カ
ラ
ー
舗
装
工
事

を
実
施
す
る
ほ
か
、
愛
川
聖

苑
内
の
一
部
の
空
調
設
備
に

つ
い
て
、
老
朽
化
に
よ
り
室

外
機
及
び
室
内
機
の
更
新
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
改

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

◎
公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算

◎
水
道
事
業
会
計
決
算

　
　
　
（
以
上
、
賛
成
全
員
）

※
議
長
は
表
決
に
含
ま
ず
。

条
例
議
案

等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
端
末

機
を
操
作
す
る
こ
と
で
印
鑑

証
明
書
を
取
得
で
き
る
よ
う
、

条
例
の
一
部
改
正
を
可
決
し

ま
し
た
。

【
施
行
期
日 

公
布
の
日
】

◎
愛
川
町
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正　
　
（
賛
成
全
員
）

　

関
係
省
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
主
に
開
放

型
の
鉛
蓄
電
池
設
備
を
想
定

し
て
い
た
蓄
電
池
設
備
に
係

る
規
定
に
つ
い
て
、
材
料
、

構
造
等
の
多
様
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
種
別

や
安
全
性
に
応
じ
た
内
容
と

な
る
よ
う
、
条
例
の
一
部
改

正
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
施
行
期
日

　
　
　

令
和
６
年
１
月
１
日
】

補
正
予
算

交差点のカラー舗装工事
が実施されます。

令和5年11月15日 議
会
新
体
制

決
　
　
算

可
決
議
案
の
内
容
等

討
論
・
意
見
書
・
陳
情

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

意

見

交

換

会

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
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◎
現
行
の（
紙
の
）健
康
保
険

証
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

　
（
賛
成
８
人
、
反
対
６
人
）　

令
和
５
年
６
月
２
日
、
健
康

保
険
証
の
廃
止
を
含
む「
番

号
法
等
改
定
法
案
」
が
成
立

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

へ
の
一
本
化（
マ
イ
ナ
保
険

証
）
が
基
本
と
な
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
が
、
ト
ラ
ブ

ル
が
相
次
ぎ
、
住
民
の
不
安

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
し
な
い
人
に
対
し
、

保
険
証
の
代
わ
り
と
な
る
資

格
確
認
書
を
発
行
す
る
方
針

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
が
、

従
来
、
保
険
料
の
納
付
に
よ

り
健
康
保
険
証
が
自
動
的
に

手
元
に
届
く
こ
と
で
無
保
険

扱
い
に
な
ら
ず
、
い
つ
で
も

医
療
が
受
け
ら
れ
る
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

制
度
や
シ
ス
テ
ム
の
正
確

性
や
安
全
運
用
を
考
慮
せ
ず
、

国
民
の
理
解
・
賛
同
も
得
ら

れ
な
い
中
で
、
現
行
の（
紙

の
）
健
康
保
険
証
を
廃
止
す

る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
と

判
断
し
、
紙
の
健
康
保
険
証

の
存
続
を
求
め
る
た
め
、
意

見
書
を
提
出
し
ま
す
。

※
可
決
し
た
意
見
書
の
詳
細

は
10
・
11
ペ
ー
ジ
に
記
載

　

補
正
予
算
議
案
に
対
し
、

阿
部
隆
之
議
員
、
山
中
正
樹

議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

■
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

■
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
た

理
由
に
つ
い
て

事
件
議
案

■
損
害
賠
償
額
の
決
定

◎
職
員
の
業
務
遂
行
上
の
過

失
に
係
る
損
害
賠
償

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

田
代
運
動
公
園
地
内
に
て

職
員
が
刈
払
い
機
に
よ
り
除

草
作
業
を
行
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、小
石
を
跳
ね
上
げ
、同
公

園
内
駐
車
場
に
駐
車
中
の
自

動
車
に
損
害
を
与
え
た
た
め
、

本
町
の
義
務
に
属
す
る
損
害

賠
償
額
を
定
め
ま
し
た
。

　
損
害
賠
償
額

　

６
１
万
３
，２
１
７
円

◎
愛
川
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

災
害
等
の
発
生
、
感
染
症

の
蔓
延
防
止
措
置
等
ま
た
は

育
児
、
介
護
等
の
や
む
を
得

な
い
事
由
に
よ
り
、
委
員
会

を
開
会
す
る
場
所
へ
の
委
員

等
の
参
集
が
困
難
で
あ
る
と

委
員
長
が
認
め
る
場
合
に
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
、
委
員
会
の
会
議
に

出
席
す
る
こ
と
を
認
め
、
か

■
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

■
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

■
返
納
金
増
額
の
内
容
に
つ

い
て

◎
国
に
よ
る
義
務
教
育
財
源

の
保
障
、
教
育
の
機
会
均
等

と
水
準
の
維
持
・
向
上
並
び

に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
教
育
予
算
の
確

保
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
等
の
教
育
水
準
の
維

持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
意

見
書
を
提
出
し
ま
す
。

◎
保
育
所
等
保
育
施
設
の
職

員
配
置
基
準
改
善
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
可
否
同
数
に
つ
き
、議
長
裁

決
に
よ
り
可
決
）

　

保
育
施
設
の
職
員
配
置
基

準
は
長
い
間
見
直
し
が
さ
れ

て
お
ら
ず
、
責
任
と
見
合
わ

な
い
処
遇
か
ら
離
職
や
新
規

採
用
者
が
集
ま
ら
な
い
状
況

に
あ
り
、
人
員
不
足
が
一
層

深
刻
化
し
て
い
る
た
め
、
離

職
防
止
と
人
材
確
保
に
向
け
、

必
要
な
財
源
を
十
分
に
確
保

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
意
見

書
を
提
出
し
ま
す
。

議
員
提
出
議
案

つ
委
員
が
出
席
委
員
と
し
て

会
議
に
参
加
す
る
た
め
、
委

員
会
の
開
会
方
法
の
特
例
等

を
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

◎
愛
川
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

令
和
５
年
10
月
の
一
般
選

挙
よ
り
、
議
員
定
数
が
16
人

か
ら
14
人
と
な
る
こ
と
に
伴

い
、
改
選
後
の
委
員
会
活
動

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

委
員
定
数
を
左
表
の
と
お
り

改
正
し
ま
し
た
。

【
施
行
期
日　

次
の
一
般
選

挙
後
、最
初
に
開
催
さ
れ
る

議
会
の
招
集
日
】

個
人
総
括
質
疑

交
通
安
全
施
設
整
備

　
　
　
　
事
業
費
増
額

愛
川
聖
苑
施
設
維
持

　
　
　
管
理
経
費
増
額

介
護
保
険
特
別
会
計

　
社
会
保
険
診
療
報
酬

　
支
払
基
金
精
算
返
納
金
　

　
　
　
　
　
　
　
増
額

給
食
一
般
管
理
経
費

　
　
　
　
　
　
　
増
額

介
護
保
険
特
別
会
計

　
事
務
費
繰
入
金
増
額

保
育
所
施
設
維
持
管
理

　
　
　
　
　
経
費
増
額

議
会
だ
よ
り
は
、

愛
川
町
録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ「
か
え
で
の

会
」の
ご
協
力
に
よ
り
、視

覚
障
が
い
者
用
に
Ｃ
Ｄ
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

☎
０
４
６
‐
２
８
５
‐

　
　
　
　
　
　
２
１
１
１

　
　
　
（
内
線
３
７
９
２
）

各委員会の定数が改正されます。

委員会名 改正前定数 改正後定数

議会運営委員会 ８人以内 ７人以内

総務建設常任委員会 ８人 ７人

教育民生常任委員会 ８人 ７人

広報広聴常任委員会 10人 ８人

第179号議
会
新
体
制

決
　
　
算

可
決
議
案
の
内
容
等

討
論
・
意
見
書
・
陳
情

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

意

見

交

換

会

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
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本
町
で
は
循
環
型
社
会
の

構
築
に
向
け
、
第
３
次
の
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に

お
い
て
、
長
期
的
視
点
に
立

っ
た
具
体
的
な
施
策
や
数
値

目
標
を
掲
げ
、
ご
み
の
減
量

化
と
資
源
化
に
向
け
、
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み
状
況
は
、

町
広
報
紙
に
お
い
て
、
ご
み

の
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル
等
の

特
集
記
事
を
掲
載
し
、
周
知

啓
発
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、

生
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た

め
、
生
ご
み
処
理
容
器
の
購

入
に
対
す
る
補
助
を
実
施
す

る
な
ど
、
生
ご
み
の
減
量
化

対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
今
の
プ
ラ
ス
チ

ご
み
の
減
量
化
、
資
源

化
等
に
お
け
る
主
な
取

り
組
み
の
成
果
に
つ
い
て

問

　

積
立
金
が
、
前
年

度
と
比
較
し
て
62
％

減
少
し
た
主
な
要
因
に
つ

い
て 問

　

増
額
と
な
っ
た
も
の
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
分
の
積
立
金

が
ラ
ッ
シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン
の
返

礼
品
に
人
気
が
集
ま
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
各
基
金
合
わ
せ

て
５
，
１
０
０
万
円
余
り
の

増
と
な
っ
た
ほ
か
に
、
コ
ロ

ナ
対
策
の
財
源
と
し
て
、
い

の
ち
を
守
る
基
金
へ
３
年
度

は
３
，
０
０
０
万
円
、
４
年

度
は
５
，
０
０
０
万
円
を
積

み
立
て
た
こ
と
か
ら
２
，
０

０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
方
で
、
減
額
と
な
っ
た

も
の
は
、
公
共
施
設
整
備
基

金
へ
の
一
般
財
源
積
立
が
令

和
３
年
度
は
９
月
補
正
で
１

会 派 代 表 質総 括 疑
令和4年度決算議案に対する

４日目の９月５日は、会派代表総括質疑を行いました。内容の一部を紹介します。

日
本
共
産
党

愛
川
町
議
員
団

�

（
鈴
木 

信
一 

議
員
）

あ
す
か
み
ら
い

  （
小
島 

総
一
郎 

議
員
）

億
２
，
０
０
０
万
円
、
３
月

補
正
で
４
億
円
を
積
立
て
合

計
５
億
２
，
０
０
０
万
円
に

対
し
、
令
和
４
年
度
は
３
月

補
正
の
５
，
０
０
０
万
円
の

積
立
て
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
４
億
７
，
０
０
０

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
へ

の
一
般
財
源
等
の
積
立
て
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
は

12
月
補
正
と
３
月
補
正
を
合

わ
せ
２
億
６
，
１
０
０
万
円

余
り
に
対
し
、
令
和
４
年
度

は
12
月
補
正
と
３
月
補
正
を

合
わ
せ
１
億
４
，
２
０
０
万

円
余
り
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

１
億
１
，
８
０
０
万
円
余
り

の
減
と
な
る
な
ど
、
積
立
金

全
体
で
は
前
年
度
に
比
べ
５

億
２
，
１
０
０
万
円
、
62
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

（
そ
の
他
の
質
疑
項
目
）

【
補
助
事
業
費
が
前
年
度
と

比
較
し
て
50
．
4
％
減
少
し

た
主
な
要
因
に
つ
い
て
】　　

ほ
か
１
問

ッ
ク
ご
み
の
排
出
削
減
、
地

球
温
暖
化
対
策
の
推
進
を
目

的
と
し
、
令
和
４
年
に
施
行

さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
促
進
法
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、
令
和
４
年
度
か
ら
美
化

プ
ラ
ン
ト
に
直
接
持
ち
込
ま

れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製

品
を
選
別
回
収
し
、
専
門
業

者
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
委
託
す

る
こ
と
に
よ
り
、
使
用
済
み

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
資

源
化
に
も
取
り
組
ん
だ
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
破
砕
処
理
後

に
焼
却
し
て
い
た
使
用
済
み

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
、
約

11
ト
ン
資
源
化
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
令
和
５
年
３

月
に
不
用
品
リ
ユ
ー
ス
事
業

者
と
の
協
定
を
締
結
し
、
不

用
品
を
廃
棄
物
と
し
て
捨
て

町は、株式会社マーケットエンタープ
ライズと連携協定を締結し、リユース
の推進を行っています。（広報あいかわ
５月号より抜粋）

町
長　
町
広
報
紙
で
の
周

知
啓
発
や
、
生
ご
み
処
理

容
器
の
購
入
補
助
等
を
実

施
し
た
結
果
、
ご
み
の
年

間
総
排
出
量
が
減
少
し
た
。

町
長　
主
な
要
因
は
、
公
共

施
設
整
備
基
金
へ
の
一
般
財

源
積
立
が
令
和
３
年
度
と
比

較
し
、
４
億
７
，
０
０
０
万

円
の
減
と
な
っ
た
た
め
。

ず
に
再
利
用
す
る
仕
組
み
を

導
入
す
る
な
ど
、
廃
棄
物
削

減
と
循
環
型
社
会
の
形
成
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
様
々
な
取
り
組

み
を
展
開
し
た
結
果
、
令
和

４
年
度
に
お
け
る
年
間
の
ご

み
総
排
出
量
は
１
万
２
，
２

１
９
ト
ン
で
、
令
和
３
年
度

と
比
較
す
る
と
、
４
８
０
ト

ン
の
減
量
化
が
図
ら
れ
、
１

人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出

量
に
つ
い
て
も
、
令
和
３
年

度
の
８
８
０
グ
ラ
ム
か
ら
８

４
９
グ
ラ
ム
に
減
少
す
る
な

ど
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

（
そ
の
他
の
質
疑
項
目
）

【
令
和
４
年
度
の
施
政
方
針

に
お
い
て
、
子
育
て
、
教
育

に
配
慮
し
た
未
来
投
資
型
予

算
と
し
た
、
そ
の
主
な
成
果

に
つ
い
て
】　　

 

ほ
か
５
問

令和5年11月15日 議
会
新
体
制

決
　
　
算

可
決
議
案
の
内
容
等

討
論
・
意
見
書
・
陳
情

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

意

見

交

換

会

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
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３
，
０
０
０
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
滞
納
繰
越
分
は
、

令
和
３
年
度
の
現
年
分
の
収

納
率
向
上
な
ど
に
よ
り
、
令

和
４
年
度
に
繰
り
越
し
た
徴

収
す
べ
き
収
入
未
済
額
が
減

少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
収

納
額
は
前
年
度
と
比
べ
３
０

２
万
３
，
０
０
０
円
の
減
と

な
り
、
保
険
税
の
合
計
で
は

前
年
度
よ
り
３
，
７
８
３
万

６
，
０
０
０
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

（
そ
の
他
の
質
疑
項
目
）

【
町
税
が
前
年
比
４
．
４
％
、

３
億
２
，
３
７
３
万
８
，
０

０
０
円
増
の
主
な
要
因
に
つ

い
て
】

ほ
か
４
問

　

令
和
４
年
度
国
民

健
康
保
険
税
が
前
年

よ
り
３
，
７
８
３
万
６
，

０
０
０
円
減
の
主
な
理
由

に
つ
い
て

問

　

自
主
財
源
の
構
成

比
が
前
年
対
比
５
．

２
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
主

な
要
因
に
つ
い
て

問 令
和
あ
い
か
わ

�

（
茅 

孝
之 

議
員
）

　

ま
ず
、
現
年
度
課
税
分
の

状
況
と
し
て
、
国
保
の
被
保

険
者
数
は
、
平
成
28
年
10
月

か
ら
社
会
保
険
の
適
用
拡
大

に
よ
り
、
短
時
間
労
働
者
の

方
な
ど
も
社
会
保
険
に
加
入

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
影
響

か
ら
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

加
え
て
、
令
和
４
年
度
は

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
し
た
こ
と

と
併
せ
、
社
会
保
険
の
適
用

再
拡
大
が
行
わ
れ
た
影
響
に

よ
り
、
被
保
険
者
数
は
前
年

度
と
比
べ
６
１
３
人
の
減
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
険
税

収
入
額
で
は
３
，
４
８
１
万

公
明
党

�
（
井
出 

一
己 

議
員
）

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

国民健康保険加入者は減少傾向にあります。

町
長　
団
塊
の
世
代
が
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

行
し
た
こ
と
に
併
せ
、
社

会
保
険
の
適
用
再
拡
大
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
主
な
理
由
。

町
長　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
景

気
回
復
や
、
海
外
拠
点
の
生

産
活
動
の
正
常
化
等
に
よ

り
、
町
民
税
な
ど
で
増
収
と

な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
。

　

愛
川
町
議
会
で
は
、
よ
り

一
層
開
か
れ
た
議
会
を
実
現

す
る
た
め
、
本
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
議
会
の
在
り
方

や
、
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
29
日
の
本
会
議
で
は
、

茅
副
委
員
長
が
、
第
９
回
か

ら
15
回
ま
で
の
会
議
で
行
わ

れ
た
協
議
事
項
に
つ
い
て
、

左
記
の
と
お
り
中
間
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
内
容
の
一
部

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

自
主
財
源
の
う
ち
町
税
は
、

個
人
町
民
税
が
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
景
気
回
復
に
伴
う
雇
用

情
勢
の
持
ち
直
し
な
ど
に
よ

り
増
収
と
な
っ
た
ほ
か
、
法

人
町
民
税
は
、
一
部
の
大
手

企
業
の
業
績
回
復
等
に
よ
り

増
収
と
な
り
、
個
人
・
法
人

を
合
わ
せ
た
町
民
税
全
体
で

は
、
前
年
度
と
比
較
し
２
億

５
，
４
０
０
万
円
余
り
の
増

収
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
が
工

業
系
地
域
の
地
価
上
昇
等
に

よ
り
、
３
，
５
０
０
万
円
余

り
の
増
収
と
な
る
な
ど
、
町

税
全
体
は
３
億
２
，
３
０
０

万
円
余
り
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

更
に
、
繰
越
金
で
は
令
和

２
年
度
の
形
式
収
支
額
に
対

し
、
令
和
３
年
度
の
形
式
収

支
額
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
１
億
４
，
３
０
０
万
円

余
り
の
増
と
、
財
産
収
入
で

は
土
地
売
払
収
入
の
増
な
ど

で
、
４
，
８
０
０
万
円
余
り

増
え
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
寄
附
金
で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附

金
額
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

４
，
７
０
０
万
円
余
り
の
増

と
な
る
な
ど
、
自
主
財
源
全

体
で
は
前
年
度
に
比
べ
５
億

７
０
０
万
円
余
り
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
依
存
財
源
は
、

国
庫
支
出
金
が
６
億
３
，
１

０
０
万
円
余
り
の
減
と
な
る

な
ど
、
依
存
財
源
全
体
は
９

億
８
，
５
０
０
万
円
余
り
の

減
と
な
っ
た
結
果
、
相
対
的

に
自
主
財
源
の
構
成
比
が
前

年
度
よ
り
５
．
２
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
ま
し
た
。

（
そ
の
他
の
質
疑
項
目
）

【
人
件
費
比
較
増
減
率
が

１
．
５
％
増
加
し
た
主
な
要

因
に
つ
い
て
】
ほ
か
２
問

協議項目 報告内容

区長会からの要望（議
員定数削減）に関する
取り扱いについて

　議員定数削減の考えについては、全会一
致を目指し議論を重ね協議してきたが、各
会派の意見を歩み寄せることができず、本
委員会内では、これ以上の議論はできない
と判断した。
　したがって、議員定数の削減について賛
成する議員自ら議員提出議案を作成し、議
場において最終的な判断をすることでまと
まった。

タブレット端末の運用
基準について

　タブレット端末の運用基準については、
既にタブレット端末を導入している先進自
治体を参考に「愛川町議会タブレット端末
使用基準」を作成し、協議した結果、全会
一致で使用基準のとおり運用することで決
定した。

オンライン会議の開催
について

　オンラインを活用した委員会の運営に関
して必要な事項を定めるため、オンライン
委員会の実施に伴う整理すべき諸課題を確
認しながら、「愛川町議会オンライン委員会
開催要項」の協議を行い、全会一致で要項
のとおり運用することで決定した。

第179号議
会
新
体
制

決
　
　
算

可
決
議
案
の
内
容
等

討
論
・
意
見
書
・
陳
情

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

意

見

交

換

会

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
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ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ

ア
支
援
事
業
で
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
株
式
会
社
が
無
償
で
実
施

す
る
、
シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
講
座
、
高
齢
者
ス

マ
ホ
教
室
を
開
催
し
、
社
会

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進

む
中
、
ス
マ
ホ
に
触
れ
た
こ

と
の
な
い
高
齢
者
に
対
し
、

基
本
操
作
や
ア
プ
リ
の
使
い

方
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ

い
た
こ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
格

差
の
解
消
に
向
け
た
一
歩
と

な
っ
た
こ
と
を
高
く
評
価
を

し
ま
す
。

【
町
民
皆
さ
ま
の
利
用
を
期

待
。
骨こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
予
防
に
係

る
事
業
】

　

衛
生
費
に
お
い
て
、
健
康

対
策
で
は
、
骨
粗
鬆
症
予
防

【
職
員
の
健
康
管
理
に
努
め
る
】

　

総
務
費
に
お
け
る
職
員
健

康
管
理
経
費
で
は
、
産
業
医

や
臨
床
心
理
士
を
配
置
し
、

職
員
の
心
身
の
健
康
管
理
に

努
め
、
自
分
自
身
と
町
民
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
業
務
に

関
わ
る
職
員
等
を
対
象
に
、

感
染
症
の
検
査
を
自
宅
で
行

え
る
よ
う
な
検
査
キ
ッ
ト
を

購
入
し
た
こ
と
を
評
価
し
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
複

雑
・
多
様
化
し
た
町
民
の
意

見
な
ど
も
出
て
く
る
と
考
え

ま
す
。
ぜ
ひ
、
全
職
員
が
心

身
と
も
に
健
康
で
健
全
な
状

態
で
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

健
康
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

【
分
別
収
集
に
努
力
し
た
結

果
、ご
み
収
集
実
績
が
減
少
】

　

衛
生
費
に
お
け
る
、
塵
芥

処
理
管
理
経
費
に
つ
い
て
、

ご
み
収
集
実
績
が
減
少
し
て

各会派が町長提出議案に対する討論を行いました。一部を紹介します。

討討 論論
※議会における「討論」とは提出された議案に対して「賛成・反対」の旨とその理由を述べて、
他の議員を自己の意思に賛同させることを目的とする発言のことです。

賛成
あ
す
か
み
ら
い

木
下　
眞
樹
子 

議
員　
　

　

全
議
案
に
対
し
、
賛
成
の

立
場
か
ら
、
要
望
を
交
え
な

が
ら
討
論
し
ま
す
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
の
大
幅
収

入
増
な
ど
も
あ
り
、
町
税
が

前
年
度
比
較
で
４
．４
％
増
】

　

歳
入
に
つ
い
て
、
町
税
が

前
年
度
比
較
で
４
．
４
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ

と
納
税
の
大
幅
な
収
入
増
加

は
、
協
力
企
業
が
あ
っ
て
こ

そ
の
こ
と
と
評
価
し
ま
す
。

内
陸
工
業
団
地
に
つ
い
て
も
、

撤
退
す
る
企
業
が
出
て
も
す

ぐ
に
物
流
企
業
の
進
出
が
あ

る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
と
考
え
ま
す
。
製
造
業

の
進
出
な
ら
ば
、
雇
用
の
こ

と
な
ど
を
考
え
る
と
本
町
に

と
っ
て
良
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

職員等を対象に、感染症
検査キットを購入しました。

高齢者スマホ教室を実施しました。

い
る
こ
と
は
、
日
頃
の
周
知

や
長
年
の
分
別
収
集
に
努
力

し
て
き
た
結
果
だ
と
評
価
し

ま
す
。
ま
た
、
自
ら
ご
み
収

集
所
に
ご
み
を
出
す
こ
と
が

困
難
な
方
々
に
対
す
る
戸
別

収
集
事
業
に
つ
い
て
、
大
変

評
価
し
ま
す
。

賛成
公
明
党

岸
上　
敦
子 

議
員  　

　

全
議
案
に
対
し
、
賛
成
の

立
場
か
ら
討
論
し
ま
す
。

【
高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
格
差

の
解
消
に
向
け
た
ス
マ
ホ
講

座
を
実
施
】

　

民
生
費
に
お
い
て
、
高
齢

者
福
祉
で
は
、
令
和
４
年
度

よ
り
高
齢
者
買
物
支
援
事
業

が
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
送
迎
車

両
の
空
き
時
間
を
活
用
し
、

月
１
回
を
基
本
と
し
、
試
行

的
に
運
行
が
開
始
を
さ
れ
、

延
べ
35
名
に
対
し
買
物
支
援

を
実
施
で
き
た
こ
と
を
評
価

し
ま
す
。必
要
と
さ
れ
る
方
々

へ
実
施
主
体
で
あ
る
社
会
福

祉
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

協
議
を
進
め
、
本
格
的
実
施

に
向
け
取
り
組
み
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

に
係
る
事
業
を
、
平
成
８
年

５
月
か
ら
長
期
に
わ
た
り
展

開
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年

度
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
を
図

り
つ
つ
、
年
11
回
、
骨
粗
鬆

症
予
防
相
談
会
や
測
定
会
を

実
施
し
、
申
込
み
制
で
個
別

に
骨
密
度
測
定
及
び
結
果
説

明
や
生
活
、
食
事
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
に
な
る
と
骨
折

し
や
す
く
な
り
、
要
介
護
状

態
に
陥
る
リ
ス
ク
も
高
く
な

り
ま
す
。
今
後
も
、
早
期
予

防
の
観
点
か
ら
、
多
く
の
方

が
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

【
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

に
取
り
組
み
、
特
定
健
康
診

査
の
受
診
率
向
上
】

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

に
つ
い
て
で
す
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
医

療
費
適
正
の
た
め
の
保
健
事

業
の
総
称
で
あ
る
国
保
ヘ
ル

ス
ア
ッ
プ
事
業
を
新
た
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
、
特
定

健
康
審
査
の
受
診
率
で
は
受

診
勧
奨
事
業
に
よ
り
、
前
年

度
と
比
較
し
て
５
．
４
ポ
イ

令和5年11月15日 議
会
新
体
制

決
　
　
算

可
決
議
案
の
内
容
等

討
論
・
意
見
書
・
陳
情

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

意

見

交

換

会

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
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大
き
な
力
に
な
っ
た
も
の
で
、

高
く
評
価
し
ま
す
。

【
愛
川
バ
ス
セ
ン
タ
ー
の
舗

装
打
ち
換
え
工
事
は
、
バ
ス

事
業
者
と
協
議
を
】

　

生
活
利
便
向
上
の
た
め
の

施
策
の
推
進
で
、
生
活
交
通

の
確
保
に
お
け
る
愛
川
バ
ス

セ
ン
タ
ー
舗
装
打
ち
替
え
工

事
は
、
バ
ス
の
重
量
と
毎
日

の
駐
車
頻
度
を
考
え
れ
ば
、

度
重
な
る
打
ち
替
え
工
事
は

や
む
を
得
ま
せ
ん
が
、
今
後

は
バ
ス
事
業
者
と
協
議
を
し
、

ど
の
よ
う
な
路
盤
が
ベ
ス
ト

か
、
し
っ
か
り
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

で
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
移
動
端
末
設
備
で
も
印
鑑

登
録
証
明
書
を
取
得
で
き
る

な
ど
、
利
便
性
が
向
上
さ
れ

る
こ
と
を
適
当
と
判
断
し
ま

す
。

　　

次
に
、
議
案
第
40
号
、
愛

川
町
火
災
予
防
条
例
の
一
部

改
正
は
、
蓄
電
池
設
備
の
多

様
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
種
類
や
安
全
性
に
応
じ

た
改
正
内
容
で
、
適
当
で
あ

る
と
判
断
し
ま
す
。

【
自
宅
療
養
者
へ
の
支
援
の

充
実
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業
等
に
つ
い
て
、

蔓
延
す
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
翻ほ
ん
ろ
う弄

さ
れ
な
が
ら
、
医
療

機
関
に
も
入
院
で
き
な
い
方

へ
の
相
談
を
は
じ
め
、
自
宅

療
養
者
へ
の
食
料
支
援
や
、

ご
み
出
し
支
援
ま
で
手
厚
い

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
こ
と
は
、

罹り
か
ん患
し
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て

況
に
つ
い
て
は
、
予
算
額
に

対
し
決
算
額
が
１
，
０
６
４

万
７
，
５
９
１
円
の
増
と
な

る
な
ど
、
大
い
に
評
価
し

ま
す
。
引
き
続
き
、
安
全
で

良
質
な
水
を
需
要
に
応
じ
て

安
定
的
に
供
給
し
、
町
民
の
、

健
康
で
豊
か
な
生
活
環
境
向

上
に
寄
与
で
き
る
よ
う
努
め

て
く
だ
さ
い
。

賛成
令
和
あ
い
か
わ

馬
場
　
司 

議
員
　

　

令
和
４
年
度
決
算
の
認
定

に
伴
う
各
議
案
に
対
す
る
討

論
を
、
提
言
等
を
交
え
賛
成

の
立
場
か
ら
討
論
し
ま
す
。

【
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

も
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得

可
能
に
】

　

条
例
議
案
に
つ
い
て
、
議

案
第
39
号
、
愛
川
町
印
鑑
条

例
の
一
部
改
正
は
、
法
律
の

一
部
改
正
に
伴
う
条
例
改
正

【
防
災
性
の
強
化
を
図
り
、

浸
水
対
策
工
事
を
実
施
】

　

水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
、

水
道
の
安
定
供
給
の
た
め
に
、

令
和
４
年
度
は
建
設
改
良
事

業
と
し
て
戸
倉
浄
水
場
第
２

浄
水
池
浸
水
対
策
工
事
を
実

施
し
、
河
川
増
水
時
に
お
け

る
浸
水
対
策
工
事
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
防
災
性
の
強
化

が
図
ら
れ
た
ほ
か
、
中
津
二

井
坂
地
区
な
ど
で
配
水
管
の

布
設
替
え
工
事
を
行
い
、
配

水
機
能
強
化
と
維
持
管
理
に

努
め
ら
れ
た
ほ
か
、
水
質
汚

染
の
防
止
や
事
務
処
理
の
迅

速
化
と
経
営
の
合
理
化
、
省

力
化
を
図
る
と
と
も
に
収
納

率
の
向
上
に
努
め
た
こ
と
に

よ
り
、
水
道
事
業
の
経
営
、

運
営
を
行
う
た
め
の
経
常
的

収
支
予
算
に
対
す
る
決
算
状

スマートフォンのみで、
コンビニ交付サービスなどが
利用できるようになります。

教職員の確保に努めています。

愛川バスセンター

ン
ト
ア
ッ
プ
の
42
％
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
で
は
令
和
４

年
度
は
４
名
の
糖
尿
病
患
者

に
６
か
月
間
の
専
門
的
な
保

健
指
導
を
民
間
委
託
で
行
っ

た
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
数

値
が
改
善
さ
れ
、
人
工
透
析

へ
の
移
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
ま

す
。　
　

　

今
後
も
、
さ
ら
に
医
師
会

と
の
連
携
を
強
化
し
、
事
業

の
推
進
を
期
待
し
ま
す
。

賛成
日
本
共
産
党
愛
川
町
議
員
団

鈴
木
　
信
一 

議
員
　

　

各
会
計
決
算
議
案
に
対
し
、

意
見
と
要
望
を
交
え
、
賛
成

の
立
場
か
ら
討
論
し
ま
す
。

【
勤
労
者
生
活
資
金
預
託
事

業
の
利
用
実
績
向
上
】

　

商
工
費
に
お
け
る
、
勤
労

者
生
活
資
金
預
託
事
業
は
、

勤
労
者
福
祉
の
増
進
と
健
全

な
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
２
０
０
万
円
の
限

度
額
で
自
動
車
購
入
や
教
育
、

リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
等
が
低
利

か
つ
７
年
間
の
償
還
期
間
で

あ
り
、
利
用
実
績
は
前
年
度

比
で
増
え
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
同
制
度
の
周
知
を
図

る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

【
教
職
員
多
忙
化
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
を
】

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
、
教

育
相
談
事
業
が
行
わ
れ
て
い

る
も
の
の
、
令
和
３
年
度
の

い
じ
め
認
知
件
数
は
小
・
中

学
校
合
計
で
94
件
、
不
登
校

人
数
は
小
・
中
学
校
の
合
計

で
１
５
０
名
と
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
療
養
を
必
要
と

す
る
教
職
員
の
方
も
い
ま

す
。
い
じ
め
、
不
登
校
対
策

の
強
化
で
は
教
育
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
教
職
員
の
業
務
の
見
直

し
、
効
率
化
、
給
食
費
の
公

会
計
化
な
ど
、
教
職
員
が
児

童
・
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
教

育
が
行
わ
れ
る
よ
う
多
忙
化

解
消
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
給

食
に
つ
い
て
は
無
償
化
を
実

施
し
、
子
育
て
を
応
援
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第179号議
会
新
体
制

決
　
　
算

可
決
議
案
の
内
容
等

討
論
・
意
見
書
・
陳
情

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

意

見

交

換

会

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
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◎
国
に
よ
る
義
務
教
育
財
源
の
保
障
、
教
育
の

　�

機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
・
向
上
並
び
に
ゆ

き
と
ど
い
た
教
育
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
賛
成
全
員
）

◎�

保
育
所
等
保
育
施
設
の
職
員
配
置
基
準
改
善

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

（
可
否
同
数
に
つ
き
、
議
長
裁
決
に
よ
り
可
決
）

国へ意見書３件を提出
※意見書の内容は一部抜粋して掲載

国
に
よ
る
義
務
教
育
財
源
の
保
障
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持・

向
上
並
び
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

　�１�　
教
育
の
機
会
均
等
、
水
準
の
維
持
・
向
上
、
無
償
制
の
維
持
に
不
可

欠
な
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
存
続
・
拡
充
さ
せ
る
こ
と
。
ま

た
、
学
校
事
務
職
員
・
学
校
栄
養
職
員
を
そ
の
対
象
か
ら
外
さ
な
い
こ

と
。
さ
ら
に
、
義
務
教
育
教
科
書
無
償
給
与
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
。

２�　

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
、
小
学
校
の
35
人
以
下

学
級
を
計
画
的
に
進
め
、
中
学
校
で
の
35
人
以
下
学
級
を
早
急
に
策

定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
30
人
以
下
学
級
の
実
現
に
向
け
て
検
討
す
る

こ
と
。

３�　

学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
の
是
正
を
実
現
し
、
教
職
員

が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
加
配
の
配
置
増

な
ど
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
、
介
助
員
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
の
拡
充
、
教

育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
予
算
を
確
保
・
拡
充
す
る
こ
と
。

４�　
子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添
う
た
め
の
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

　
　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　

令
和
５
年
９
月
15
日

　

�

内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣
・
総
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣　

殿

保
育
所
等
保
育
施
設
の
職
員
配
置
基
準
改
善
を

求
め
る
意
見
書

１�　

保
育
施
設
の
配
置
基
準
を
引
き
上
げ
、
保
育
士

の
増
員
を
は
か
る
こ
と
。

２�　

保
育
施
設
・
学
童
保
育
施
設
等
職
員
の
処
遇
を

改
善
し
、
標
準
的
な
労
働
者
の
年
収
を
確
保
す
る

た
め
の
予
算
を
措
置
す
る
こ
と
。
ま
た
、
正
規
職

員
と
し
て
の
就
労
を
希
望
す
る
非
正
規
職
員
の
正

規
化
お
よ
び
雇
用
安
定
を
促
す
た
め
の
支
援
策
を

講
じ
る
こ
と
。

３�　

公
定
価
格
を
引
き
上
げ
、
保
育
職
場
で
働
く
す

べ
て
の
職
員
の
処
遇
改
善
を
は
か
る
こ
と
。

　

�

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見　

書
を
提
出
す
る
。

　
　
　

令
和
５
年
９
月
15
日

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

��　
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

　

厚
生
労
働
大
臣
、

　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
少
子
化
対
策)　
殿

　
提
出
し
た
意
見
書

は
、
紙
面
の
都
合
に

よ
り
要
点
も
し
く
は

要
望
事
項
に
つ
い
て

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

左
記
の
2
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
込
む
と
、

意
見
書
の
全
文
を
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

令和5年11月15日 議
会
新
体
制

決
　
　
算

可
決
議
案
の
内
容
等

討
論
・
意
見
書
・
陳
情

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

意

見

交

換

会

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
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国
に
よ
る
義
務
教
育
財
源
の
保
障
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持・

向
上
並
び
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

　 １�　
教
育
の
機
会
均
等
、
水
準
の
維
持
・
向
上
、
無
償
制
の
維
持
に
不
可

欠
な
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
存
続
・
拡
充
さ
せ
る
こ
と
。
ま

た
、
学
校
事
務
職
員
・
学
校
栄
養
職
員
を
そ
の
対
象
か
ら
外
さ
な
い
こ

と
。
さ
ら
に
、
義
務
教
育
教
科
書
無
償
給
与
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
。

２�　

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
、
小
学
校
の
35
人
以
下

学
級
を
計
画
的
に
進
め
、
中
学
校
で
の
35
人
以
下
学
級
を
早
急
に
策

定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
30
人
以
下
学
級
の
実
現
に
向
け
て
検
討
す
る

こ
と
。

３�　

学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
の
是
正
を
実
現
し
、
教
職
員

が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
加
配
の
配
置
増

な
ど
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
、
介
助
員
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
の
拡
充
、
教

育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
予
算
を
確
保
・
拡
充
す
る
こ
と
。

４�　
子
ど
も
た
ち
の
心
に
寄
り
添
う
た
め
の
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

　
　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　
　
　

令
和
５
年
９
月
15
日

　

�

内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣
・
総
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣　

殿

陳
情
の
ゆ
く
え

受理番号 受理年月日 件　名 陳情者

10 R5.8.10 政党機関紙の庁舎内勧誘行為の自粛
を求める陳情

横浜市旭区四季美台 55-6
政党機関紙の庁舎内勧誘行為の自粛を求
める神奈川県民の会
代表　出井　健三郎

11 R5.8.14 令和６年度における「透析患者の通
院への助成」についての陳情

横浜市神奈川区台町 7-2　
ハイツ横浜 403 号 
特定非営利活動法人　神奈川県腎友会 
会長　府録　譲治

12 R5.8.14 令和６年度における「重度障害者医
療費助成制度」継続についての陳情

横浜市神奈川区台町 7-2
ハイツ横浜 403 号
特定非営利活動法人　神奈川県腎友会
会長　府録　譲治

　

本
町
を
含
む
各
自
治
体
の

広
報
紙
が
閲
覧
で
き
る
無
料

ア
プ
リ『
マ
チ
イ
ロ
』で
も「
議

会
だ
よ
り
あ
い
か
わ
」
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
で
、
手
軽
に
ご
覧
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。左
記
に

あ
る
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
専

用
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

『
マ
チ
イ
ロ
』

ア
プ
リ
の
紹
介

◎
現
行
の
（
紙
の
）
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
賛
成
８
人
、
反
対
６
人
）

現
行
の
（
紙
の
）
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書

 

　
令
和
５
年
６
月
２
日
、
健
康
保
険
証
の
廃
止
を
含
む
「
番
号
法
等
改
定
法
案
」
が
成
立
し
、

令
和
６
年
秋
に
現
行
の
（
紙
の
）
健
康
保
険
証
は
廃
止
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の

一
本
化
（
マ
イ
ナ
保
険
証)�
が
基
本
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
し
か
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に

別
人
の
個
人
番
号
が
誤
登
録
さ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、
法
案
成
立
後
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
て
お
り
、住
民
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
な
い
人
に
対
し
て
は
、
保
険
証
の
代
わ

り
と
な
る
資
格
確
認
書
を
発
行
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
従
来
、
健
康
保
険

証
は
保
険
料
の
納
付
に
よ
り
自
動
的
に
手
元
に
届
く
こ
と
で
無
保
険
扱
い
に
な
ら
ず
、
い
つ

で
も
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
、
国
民
生
活
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
一
方
、

資
格
確
認
書
は
、
申
請
に
基
づ
く
任
意
取
得
の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
皆
保
険
制
度
に
必
要
不
可

欠
な
健
康
保
険
証
を
任
意
取
得
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
資
格
確
認
書
に
置
き
換
え
る
こ

と
は
、
皆
保
険
の
理
念
・
原
理
・
原
則
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
保
険
料
を
納
付
し

て
い
る
住
民
に
お
い
て
も
、
資
格
確
認
書
の
申
請
を
失
念
し
た
場
合
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

資
格
喪
失
や
無
保
険
扱
い
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
任
意
取
得
の
原
則
に
照
ら
し
、
制
度
や
シ
ス
テ
ム
の

正
確
性
や
安
全
運
用
を
見
ず
、
国
民
の
理
解・賛
同
も
得
ら
れ
な
い
中
で
、
現
行
の
（
紙
の
）

健
康
保
険
証
を
廃
止
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
と
判
断
し
、
現
行
の
（
紙
の
）
健
康
保
険

証
の
存
続
を
求
め
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
５
年
９
月
15
日

　

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣　

デ
ジ
タ
ル
担
当
大
臣　

殿

●陳情（審査の結果机上配付となったもの）

※その他陳情の議決結果一覧表は、次ページに掲載しています。

第179号議
会
新
体
制

決
　
　
算

可
決
議
案
の
内
容
等

討
論
・
意
見
書
・
陳
情

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

意

見

交

換

会

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
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常 任 委 員 会 で の 審 査
　令和４年度事業の決算審議をより詳細に行うため、各常任委員会で８月に現地調査を行い、また、９月７日
から12日までは、各事業に対する質疑及び事務事業評価を行いました。内容の一部を紹介します。

　

８
月
３
日
に
、
愛
川
バ
ス

セ
ン
タ
ー
舗
装
打
替
工
事
や
、

半
原
分
署
訓
練
塔
塗
装
修
繕
、

細
野
浄
水
場
送
水
ポ
ン
プ
流

量
計
更
新
工
事
な
ど
、
７
箇

所
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
９
月
７
日
及

び
11
日
は
各
事
業
に
対
す
る

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

【
評
価
】

　

良
好
か
つ
適
正
に
執
行
さ

れ
て
い
る
。

答　
成
果
は
、
小
学
校
３
年

生
が
学
ぶ
『
人
々
の
生
活
の

様
子
が
時
間
の
経
過
に
伴
い

移
り
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を

理
解
す
る
』
と
い
う
内
容
に

つ
い
て
、
地
域
で
実
際
に
使

わ
れ
て
き
た
道
具
を
間
近
で

見
な
が
ら
学
習
で
き
た
こ
と

で
、
教
科
書
や
視
聴
覚
教
材

で
は
味
わ
え
な
い
学
び
が
あ

っ
た
こ
と
な
ど
、
昔
の
道
具

や
人
々
の
生
活
に
つ
い
て
の

理
解
が
深
ま
っ
た
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
９
日
に
、
古
民
家
山

十
邸
塗
装
修
繕
や
、
中
津
公

民
館
光
回
線
新
設
、
愛
川
中

原
中
学
校
体
育
館
照
明
器
具

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事
な
ど
、

８
箇
所
の
現
地
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
８

日
及
び
12
日
は
各
事
業
に
対

す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

答　

昨
年
８
月
に
実
施
し

た
「
総
合
防
災
訓
練
」
に
お

い
て
は
、
多
様
な
機
関
が
連

携
し
た
「
負
傷
者
の
搬
送
」

な
ど
新
た
な
実
践
的
な
訓
練

を
企
画
・
立
案
で
き
た
ほ
か
、

こ
れ
ま
で
の
自
衛
官
時
代
の

経
験
を
生
か
し
、
被
災
現
場

で
の
対
応
経
験
を
基
に
、
行

政
区
の
自
主
防
災
組
織
や
町

民
皆
さ
ん
へ
の
防
災
意
識
を

高
め
る
た
め
の
普
及
啓
発
活

動
な
ど
に
も
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
、
地
域
防
災
力
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

答　
こ
の
募
金
箱
は
、
令
和

４
年
４
月
末
に
河
川
利
用
者

【
評
価
】

　

お
お
む
ね
良
好
か
つ
適
正

に
執
行
さ
れ
て
い
る
。

答　
成
果
は
、
利
用
料
の
関　

係
か
ら
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の

利
用
を
控
え
て
い
た
方
が
、

本
助
成
制
度
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
利
用
し
や
す
く
な
っ

た
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
な
ど
、
利
用
者
の

育
児
ス
ト
レ
ス
の
解
消
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
繋
が
っ
た
も

の
環
境
美
化
意
識
の
さ
ら
な

る
向
上
を
図
る
た
め
、「
田

代
・
天て
ん
の
う王

河が

原わ
ら

」
の
車
両
進

入
口
付
近
に
、
本
町
の
観
光

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
あ
い
ち
ゃ

ん
」
の
パ
ネ
ル
と
一
体
と
な

っ
た
募
金
箱
を
設
置
し
た
も

の
で
、
利
用
者
の
目
に
留
ま

る
よ
う
特
徴
的
な
形
状
に
す

る
こ
と
で
、
募
金
へ
の
積
極

的
な
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

　

協
力
金
の
状
況
は
、
毎
週
、

開
庁
日
初
日
に
職
員
が
募
金

の
回
収
を
行
い
、
令
和
５
年

３
月
末
ま
で
に
９
万
２
，
５

６
５
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

質疑9月7日

職
員
給
与
費

　
　
危
機
管
理
室
へ
防

災
監
の
配
置
に
よ
る
成

果
に
つ
い
て

問

質疑9月8日

子
育
て
応
援

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
費

　
　
成
果
と
課
題
に

つ
い
て

問

質疑9月11日

美
化
推
進
事
業
費

　
　

田
代
天
王
河
原

入
口
横
に
設
置
し
た

環
境
美
化
協
力
金
募

金
箱
の
運
用
状
況
に

つ
い
て

問

質疑9月12日

懐
か
し
の
学
び
舎

体
験
学
習
事
業
費

　
　

事
業
の
成
果
に

つ
い
て

問

現地
8/3
馬
渡
・
滝
ノ
沢

２
１
３
号
線
空
間
整
備馬渡・滝ノ沢213号線空間整備の調査

通学路カラー舗装工事の調査

の
で
す
。

　

課
題
は
、
本
町
に
在
住
す

る
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
が
少
な

い
こ
と
や
、
令
和
４
年
度
よ

り
開
始
し
た
新
規
事
業
で
あ

る
た
め
、
制
度
が
浸
透
し
て

い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
当

初
の
見
込
み
よ
り
少
な
い
４

件
の
助
成
実
績
に
と
ど
ま
っ

た
も
の
で
す
。

現地
8/9
中
津
神
社
周
辺
通
学

路
カ
ラ
ー
舗
装
工
事

令和5年11月15日 議
会
新
体
制

決
　
　
算

可
決
議
案
の
内
容
等

討
論
・
意
見
書
・
陳
情

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

意

見

交

換

会

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
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●意見が分かれた議案� ○…賛成、●…反対

議案番号
議員名

議案等の件名

公明党 日本共産党 
愛川町議員団 あすかみらい 令和

あいかわ 無所属

議決結果井
出
　
一
己

佐
藤
　
り
え

岸
上
　
敦
子

鈴
木
　
信
一

井
上
　
博
明

小
林
　
敬
子

山
中
　
正
樹

小
島
総
一
郎

木
下
眞
樹
子

阿
部
　
隆
之

馬
場
　
　
司

茅
　
　
孝
之

渡
辺
　
　
基

佐
藤
　
　
茂

玉
利
　
　
優

町長提出
第４３号

令和４年度愛川町後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について ○○○●●●○○○○○○ ○○ 認　 定

陳　　 情
第 ７ 号

保育所等保育施設の職員配置基準改善
を求める意見書を国に提出することを
求める陳情

●●●○○○○○○●●●○●○ 採� 択�
※ 1議長裁決

陳　　 情
第 ８ 号

現行の（紙の）健康保険証の存続を求
める陳情 ●●●○○○○○○●○● ●○ 採　 択

陳　　 情
第� ９� 号

従来型（紙）健康保険証の存続を求め
る意見書提出の陳情

※2みなし�
採　 択

議員提出
第 ６ 号

保育所等保育施設の職員配置基準改善
を求める意見書の提出について ●●●○○○○○○●●●○●○ 可　 決�

※1議長裁決

議員提出
第 ７ 号

現行の（紙の）健康保険証の存続を求
める意見書の提出について ●●●○○○○○○●○● ●○ 可　 決

●全会一致の議案
議案番号 案　　件 議決結果
町長提出
第３８号 教育委員会委員の任命について 同　 意
町長提出
第３９号 愛川町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 可　 決

町長提出
第４０号 愛川町火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 可　 決

町長提出
第４１号 令和４年度愛川町一般会計歳入歳出決算の認定について 認　 定

町長提出
第４２号 令和４年度愛川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　 定

町長提出
第４４号 令和４年度愛川町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　 定

町長提出
第４５号 令和４年度愛川町公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認　 定

町長提出
第４６号 令和４年度愛川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認　 定

町長提出
第４７号 令和５年度愛川町一般会計補正予算（第５号） 可　 決

町長提出
第４８号 令和５年度愛川町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可　 決

町長提出
第４９号 損害賠償額の決定について（職員の業務遂行上の過失に係る損害賠償） 可　 決

陳　　 情
第 ６ 号

国による義務教育財源の保障、教育の機会均等と水準の維持・向上並びにゆきとどいた教育の実現を
求める陳情 採　 択

議員提出
第 ３ 号 愛川町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 可　 決

議員提出
第 ４ 号 愛川町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 可　 決

議員提出
第 ５ 号

国による義務教育財源の保障、教育の機会均等と水準の維持・向上並びにゆきとどいた教育の実現を
求める意見書の提出について 可　 決

令和５年　第３回定例会議決一覧表

※１　議長裁決　：賛否それぞれ同数となったときは、議長がその案件の可否を決定すること。
※２　みなし採択：同一会期で当該請願・陳情と同趣旨の議案が可決または同趣旨の請願・陳情を採択している
　　　　　　　　　場合等に、当該請願・陳情についても採択したものとみなすもの。
※本会議において、議長は裁決に加わりませんが、陳情第7号及び議員提出第6号については、可否同数につき、議長裁決によ
　り可否を決定したものです。

議案の内容はＰ４～５を参照

第179号議
会
新
体
制

決
　
　
算

可
決
議
案
の
内
容
等

討
論
・
意
見
書
・
陳
情

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

意

見

交

換

会

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
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紙面の都合により、発言の一部を掲載しています。詳しくは役場等に備え付
けてある「会議録」をご覧いただくか、インターネットでもご覧になれます。
なお、第３回定例会の会議録は、12月頃に完成予定です。

※各議員の写真の横にある２次元コードを読み込むと、本会議での質問動画がスマートフォンやタブレット端末で、ご覧になれます。

　

選
挙
に
お
け
る
投

票
率
の
向
上
は
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
政
治
に
対

し
て
興
味
や
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
教
育
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
小
学
校
か
ら
政

治
に
対
し
て
の
質
の
高
い

教
育
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

昨
今
、
選
挙
に
お

け
る
投
票
率
の
低
下

の
原
因
は
、
若
者
の
政
治

離
れ
の
ほ
か
、
高
齢
化
の

進
行
に
よ
り
、
投
票
所
ま

で
行
く
こ
と
が
困
難
な
ど
、

様
々
な
理
由
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　
民
主
主
義
の
根
幹
で
あ

る
選
挙
は
政
治
参
加
の
第

一
歩
で
あ
り
、
投
票
率
向

上
の
た
め
、
よ
り
投
票
を

し
や
す
い
環
境
の
整
備
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
町

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問

問

町
長　
小
中
学
校
に
お
い
て
、

国
や
社
会
の
問
題
を
自
分
の

問
題
と
し
て
捉
え
、
自
ら
考

え
、
判
断
し
、
行
動
し
て
い

く
主
権
者
教
育
の
充
実
を
図

る
た
め
、
主
権
者
と
し
て
求

め
ら
れ
る
力
を
育
ん
で
い
ま

す
。 社

会
の
問
題
を
判
断

主
権
者
教
育
の
充
実

町
長　
町
民
皆
さ
ん
が
選
挙

へ
の
関
心
が
持
て
る
よ
う
、

広
報
紙
や
防
災
無
線
等
で
周

知
し
、
若
者
世
代
へ
の
意
識

向
上
を
図
る
為
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
啓
発
の
ほ
か
、
愛

川
高
校
で
の
模
擬
投
票
の
実

施
や
、
18
歳
に
な
っ
た
有
権

者
に
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
を

送
付
し
て
い
ま
す
。　
　

　

投
票
し
や
す
い
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
中
津
公
民

館
、
半
原
公
民
館
の
２
カ
所

を
期
日
前
投
票
所
と
し
て
増

設
し
ま
し
た
。

若
者
へ
の
意
識
向
上

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
し
啓
発

茅
かや

　孝
たか

之
ゆき

 議員

政治へ関心向上
質の高い教育へ

茅 　　孝 之　議員　P.14
・�政治に興味を持ってもらう教育について
・�投票率の向上について

阿 部　隆 之　議員　P.16
・小中学校周辺における車の速度制限について　
・学校周辺道路にゾーン30導入の考えについて

鈴 木　信 一　議員　P.15
・町内循環バスの利用促進について
・屋外にバスケットゴールを設置する考えについて

玉 利　 　優　議員　P.17
・稼ぐ自治体の認識について�ほか

井 上　博 明　議員　P.15
・学校トイレの洋式化と通学路の安全対策について
・国民健康保険制度における均等割の免除について�ほか

小 林　敬 子　議員　P.17
・災害対策について
・幹線道路における振動対策について�ほか

岸 上　敦 子　議員　P.16
・共生社会の推進について

投
票
し
や
す
い
環
境
の
整
備

愛川高校で模擬投票が
実施されました。

Ⓒ愛川町

令和5年11月15日 議
会
新
体
制

決
　
　
算

可
決
議
案
の
内
容
等

討
論
・
意
見
書
・
陳
情

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

意

見

交

換

会

議
会
ク
イ
ズ
・
お
知
ら
せ
等

会
派
代
表
総
括
質
疑

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
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学校トイレが洋式へ更新されます。

屋
外
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
設
置

　
町
立
体
育
館
な
ど

の
屋
内
に
は
バ
ス
ケ

ッ
ト
ゴ
ー
ル
が
あ
り
ま
す

が
、
屋
外
に
は
本
町
が
管

理
す
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
が
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
人
気
の
高

ま
り
等
を
踏
ま
え
、
予
約

な
し
で
気
軽
に
利
用
で
き

る
よ
う
、
屋
外
に
バ
ス
ケ

ッ
ト
ゴ
ー
ル
を
設
置
す
る

考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問住
環
境
の
影
響
踏
ま
え

都
市
計
画
公
園
で
検
討

町
長　
気
軽
に
利
用
が
で
き

る
屋
外
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
の
設
置
を
望
む
声
が
、
小

中
学
生
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
「
わ
た
し
の
提
案
」
な
ど

で
届
い
て
い
ま
す
の
で
、
周

辺
の
住
環
境
へ
の
影
響
な
ど

を
踏
ま
え
た
中
で
、
現
在
、

防
災
機
能
を
備
え
る
た
め
整

備
計
画
を
進
め
て
い
る
第
１

号
公
園
以
外
の
都
市
計
画
公

園
の
中
で
、
整
備
が
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
循
環
バ
ス
の

果
た
し
て
き
た
役
割

と
、
今
後
の
利
用
促
進
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

問町
長　
町
民
の
外
出
支
援
と

利
便
性
向
上
に
資
す
る
重
要

な
交
通
手
段
と
し
て
、
そ
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
改

正
さ
れ
た
地
域
公
共
交
通
の

活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
「
地

域
公
共
交
通
計
画
」
の
策
定

を
予
定
し
、
さ
ら
な
る
利
用

促
進
や
利
便
性
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

重
要
な
交
通
手
段

地
域
公
共
交
通
計
画 鈴

すず

木
き

　信
しん

一
いち

 議員

循環バスの役割
利用促進の取組

屋外へのバスケットゴールの
設置が望まれます。

　

本
町
で
は
、
学
校

ト
イ
レ
の
洋
式
化
の

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
学
校
ト
イ
レ
の
洋

式
化
の
普
及
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

問町
長　
ト
イ
レ
の
洋
式
化
率

は
、
小
学
校
で
は
64
．
４
％
、

中
学
校
で
は
58
．
６
％
、小
・

中
学
校
61
．
９
％
、
体
育
館

や
屋
外
ト
イ
レ
を
含
め
る
と
、

小
・
中
学
校
全
体
で
61
．
２

％
で
す
。

　

誰
も
が
使
い
や
す
い
ト
イ

レ
に
す
る
た
め
、
洋
式
化
率

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

町
長　
子
ど
も
に
関
わ
る
均

等
割
の
減
免
制
度
を
独
自
に

拡
大
し
て
い
く
こ
と
は
、様
々

小
中
全
体
61
．2
％

向
上
に
努
力
す
る

学校トイレ洋式化
普及促進への取組

井
いの

上
うえ

　博
ひろ

明
あき

 議員

　
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
、
本
町
独

自
の
施
策
と
し
て
、
18
歳

以
下
の
全
て
の
加
入
者
の

均
等
割
を
免
除
す
る
考
え

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問減
免
拡
大
は
困
難

軽
減
を
更
に
要
望

町
独
自
の
国
保
税
均
等
割
免
除

な
面
か
ら
難
し
い
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
国
の
責
任
と
負

担
に
よ
り
、
軽
減
制
度
の
適

用
年
齢
や
、
軽
減
割
合
に
つ

い
て
、
更
な
る
拡
大
を
国
に

対
し
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
疑
項
目
】

中
津
工
業
団
地
第
１
号
公
園

再
整
備
に
つ
い
て
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小
・
中
学
校
周
辺

道
路
に
ゾ
ー
ン
30
及

び
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の
導

入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問一
定
の
効
果
あ
り

慎
重
な
対
応
必
要

町
長　
ゾ
ー
ン
30
及
び
ゾ
ー

ン
30
プ
ラ
ス
は
、
一
定
の
効

果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
一
方
、

区
域
内
に
居
住
す
る
住
民
の

皆
さ
ん
に
対
し
て
も
交
通
規

制
が
及
ぶ
こ
と
に
な
り
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
議

や
調
整
を
十
分
に
行
い
、
合

　
小
・
中
学
校
周
辺

の
県
道
や
町
道
の
速

度
制
限
の
現
状
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

問町
長　
一
般
道
路
に
お
け
る

規
制
基
準
は
、
市
街
地
を
通

り
歩
行
者
が
多
い
道
路
で
は

時
速
40
キ
ロ
、
ま
た
地
域
住

民
の
日
常
生
活
に
利
用
さ
れ

る
生
活
道
路
は
、
原
則
同
30

キ
ロ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
お
け
る
学
校
周
辺

市
街
地
内
の
県
道
等
の
一
般

道
路
に
つ
い
て
は
、
同
40
キ

ロ
、
ま
た
生
活
道
路
は
同
30

キ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
道
路
時
速
40
キ
ロ

生
活
道
路
時
速
30
キ
ロ 阿

あ

部
べ

　隆
たか

之
ゆき

 議員

小中学校の周辺
車の速度制限へ

導入について慎重に検討していきます。

意
形
成
を
図
る
必
要
が
あ
る

な
ど
、
慎
重
な
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

本
町
に
対
し
て
ゾ
ー
ン
30

及
び
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の
指

定
に
関
わ
る
相
談
な
ど
が
寄

せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の

必
要
性
や
指
定
を
し
よ
う
と

す
る
区
域
に
お
住
ま
い
の

方
々
へ
の
影
響
な
ど
、
様
々

な
側
面
か
ら
厚
木
警
察
署
と

検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
そ

の
ほ
か
の
交
通
安
全
対
策
の

検
討
な
ど
も
含
め
た
中
で
、

協
議
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

民
生
部
長　
２
０
０
７
年
に

認
知
症
の
方
が
線
路
内
に
侵

入
し
て
事
故
に
遭
っ
た
際
の

振
替
輸
送
費
等
に
つ
い
て
、

鉄
道
会
社
か
ら
遺
族
が
賠
償

を
求
め
ら
れ
た
事
例
を
き
っ

　
認
知
症
に
関
す
る

正
し
い
知
識
・
理
解

を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
本

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

問町
長　
認
知
症
へ
の
理
解
促

進
を
図
る
た
め
、
地
域
や
職

域
、
高
校
な
ど
で
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
毎
年

９
月
の
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
月
間
」
に
は
、
町
広
報

へ
掲
載
す
る
な
ど
、
認
知
症

へ
の
理
解
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

養
成
講
座
の
開
催

町
の
広
報
へ
掲
載

　
認
知
症
本
人
や
家

族
な
ど
の
不
安
解
消

に
つ
な
が
る
損
害
賠
償
保

険
加
入
制
度
導
入
の
考
え

に
つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

問事
故
等
に
対
す
る
補
償

課
題
を
整
理
し
進
め
る

認
知
症
保
険
の
加
入
制
度

学
校
周
辺
に
ゾ
ー
ン
30
導
入
へ

か
け
に
、
認
知
症
の
方
に
よ

る
事
故
や
損
害
等
に
対
す
る

補
償
を
行
う
保
険
商
品
の
提

供
が
広
が
り
ま
し
た
。
近
年
、

県
内
で
は
大
和
市
や
海
老
名

市
が
そ
の
保
険
料
を
公
費
で

負
担
す
る
な
ど
の
動
向
が
見

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
認
知
症
の
方
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

本
制
度
に
つ
い
て
は
、
課
題

を
整
理
し
な
が
ら
、
慎
重
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

岸
きし

上
がみ

　敦
あつ

子
こ

 議員

認知症の取り組み
正しい知識や理解

認知症サポーター養成講座を開催しています。

こ
と
や
、
頂
い
た
寄
付
の
約

半
分
が
返
礼
品
な
ど
の
経
費

に
使
わ
れ
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
、
堤
防
の
亀
裂
に
つ

い
て
調
査
中
で
、
補
修
工
法

等
は
検
討
中
と
の
こ
と
で
す
。

令和5年11月15日 議
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新
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制
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可
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案
の
内
容
等

討
論
・
意
見
書
・
陳
情

常
任
委
員
会

会
派
議
決
一
覧

一

般

質

問

意

見

交

換

会

議
会
ク
イ
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※ＰＰＰ:公民連携による公共サービスの提供手法のこと。
※ＰＦＩ:�公共施設等の建設、維持管理等を民間の資金、経

営能力及び技術的能力を活用して行う手法のこと。

公
民
連
携
に
よ
る
現
状
と
課
題

　
多
く
の
自
治
体
で

財
政
運
営
が
厳
し
い

中
「
稼
ぐ
自
治
体
」
と
い

う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す

が
、
本
町
に
お
け
る
ふ
る

さ
と
納
税
の
成
果
と
課
題

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問町
長　
主
な
成
果
は
、
令
和

３
年
度
か
ら
返
礼
品
に
追
加

し
た
ラ
ッ
シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン
の

入
浴
剤
等
に
多
く
の
寄
付
が

集
ま
り
、
令
和
３
年
度
の
寄

付
額
は
令
和
２
年
度
の
約
３

倍
と
な
り
ま
し
た
。

　

課
題
は
、
自
治
体
間
の
返

礼
品
競
争
が
激
化
し
て
い
る

３
倍
増
で
黒
字
化

寄
付
半
分
が
経
費 玉

たま

利
り

　優
まさる

 議員

稼ぐふるさと納税
その成果と課題

　

近
年
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
や

Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
公
民

連
携
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

町
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

問重
要
性
を
認
識

経
費
削
減
に
疑
問

町
長　
現
状
に
つ
い
て
は
、

効
率
的
な
施
設
運
営
の
観
点

か
ら
、
役
場
庁
舎
な
ど
公
共

施
設
の
照
明
設
備
等
に
つ
い

て
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
よ
る

更
新
を
予
定
す
る
な
ど
、
民

間
事
業
者
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
に
策
定

し
た
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
基
本
的
な
方
針
に
お

い
て
も
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
官

民
連
携
に
よ
る
施
設
整
備
や
、

管
理
運
営
方
法
の
見
直
し
を

検
討
す
る
こ
と
を
掲
げ
、
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
と
公

共
施
設
の
維
持
管
理
の
観
点

か
ら
、
そ
の
重
要
性
を
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

課
題
は
、
民
間
活
力
の
導

入
に
お
い
て
、
民
間
事
業
者

が
運
営
に
よ
り
利
益
を
生
み

出
せ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る

た
め
、
必
ず
し
も
事
業
費
の

削
減
に
つ
な
が
る
も
の
で
は

な
い
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い

る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
疑
項
目
】

町
民
憲
章
を
見
直
す
考
え
に

つ
い
て

こ
と
や
、
頂
い
た
寄
付
の
約

半
分
が
返
礼
品
な
ど
の
経
費

　

半
原
日
向
橋
付
近

の
中
津
川
堤
防
に
生

じ
て
い
る
亀
裂
へ
の
対
応

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問町
長　
直
ち
に
町
職
員
に
よ

る
現
地
確
認
を
済
ま
せ
、
そ

の
状
況
と
住
民
か
ら
の
声
を

併
せ
て
管
理
者
で
あ
る
厚
木

土
木
事
務
所
に
対
し
早
期
の

補
修
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
、

す
で
に
現
地
確
認
を
行
い
、

補
修
工
事
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

道
路
課
長　
補
修
工
事
の
内

容
に
つ
い
て
県
に
確
認
し
た

県
へ
補
修
要
請
済

工
法
等
は
検
討
中

町
長　
幹
線
道
路
に
お
け
る

振
動
の
発
生
原
因
は
、
地
盤

や
建
物
の
構
造
な
ど
、
様
々

な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
い
る

場
合
が
多
く
、
原
因
の
特
定

振
動
原
因
の
特
定
困
難

運
行
経
路
を
検
討
要
請

　
幹
線
道
路
の
沿
道

に
お
住
い
の
住
民
か

ら
、
大
型
車
の
通
行
に
よ

る
激
し
い
振
動
が
起
こ
る

た
び
、
新
た
な
対
応
が
必

要
で
は
な
い
か
と
の
声
が

あ
り
ま
す
が
、
本
町
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問
幹
線
道
路
で
振
動
の
対
応

小
こ

林
ばやし

　敬
けい

子
こ

 議員

半原日向橋の堤防
ひび割れへの対応

に
使
わ
れ
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
、
堤
防
の
亀
裂
に
つ

い
て
調
査
中
で
、
補
修
工
法

等
は
検
討
中
と
の
こ
と
で
す
。

は
難
し
い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
住
宅
が
近
接
す

る
幹
線
道
路
で
の
車
両
走
行

速
度
の
遵
守
や
、
住
環
境
を

考
慮
し
た
運
行
経
路
の
設
定

を
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

内
陸
工
業
団
地
協
同
組
合
な

ど
の
関
係
団
体
を
通
じ
、
各

企
業
へ
働
き
か
け
を
行
う
な

ど
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま

す
。

【
そ
の
他
の
質
疑
項
目
】

校
舎
の
雨
も
り
対
策
に
つ
い

て

早急な対応が望まれます。
（半原日向橋付近の中津川堤防）
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議場見学会に57名の方が来場!!

問１　�令和５年第３回臨時会は何月何日に開催されたでしょうか？
　　　①８月29日　②９月15日　③10月16日　　　　　　

問２　��令和５年第３回定例会で愛川町議会委員会条例の一部改正条例が�
制定されたことに伴い、広報広聴常任委員会の定数は何人となった�
でしょうか？

　　　①8人　②12人　③14人

問３　��第37回愛川町ふるさとまつりにおいて、議場見学会には何名の方が�
来場されたでしょうか？

　　　①29名　②37名　③57名

≪応募方法≫　�町内在住の方で、１人１通に限ります。クイズの答え・住所・氏名・年齢・電話番号、また、
必ず議会だよりの感想等をご記入のうえ、下記あて先のいずれかの方法で応募してください。
紙面の見やすさなどについてもご意見をお聞かせください。

≪しめきり≫　11月30日（木）（郵送の場合は当日消印有効）　☆正解と当選者は次号で発表します。
≪あ て 先≫　�●はがきの場合　　　〒２４３－０３９２
　　　　　　　　　　　　　　　　　角田２５１－１　議会事務局
　　　　　　　●ファクスの場合　　０４６－２８６－５０２１
　　　　　　　●電子メールの場合　gikai＠town.aikawa.kanagawa.jp
　　　　　　　●オンラインでの場合　�右記の２次元コードを活用して、応募ができます。

第29回 議会クイズ
クイズの答えはこの議会
だよりのどこかにあります。
正解者の中から抽選で３
名の方に商品券をお贈り
します♪たくさんのご応
募をお待ちしています！

©愛川町

　愛川町議会では、より身近で開かれた議会を推進するため、10
月22日（日）議場見学会を開催しました。当日は57名の方が来場
され、「町議がワンチームとなり、町政発展に向けて全力で取り組
んでいただきたい」といった議会への要望や期待など、多くの意
見が寄せられました。
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第10回町民との意見交換会における意見・提言と町の回答
　本年５月に実施した第10回愛川町議会意見交換会におけるご意見・ご要望を精査したうえで、町へ申し入れを
行うべきとした意見を７月26日に小野澤町長へ報告し、８月17日に回答がありましたので、その一部を報告します。

　

次
回
、
第
４
回
定
例
会
の
日

程
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
会

議
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら

開
会
し
ま
す
。
ま
た
、
本
定
例

会
の
運
営
を
協
議
す
る
議
会
運

営
委
員
会
は
11
月
22
日
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。
日
程
が
変
更

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次
回
定
例
会
の

お
知
ら
せ

令和５年第４回12月定例会日程（予定）

意見、提言等要旨
　本厚木駅から愛川町役場までの
バスは２系統あるが、愛川町を通
る区間の時間と経路が重複してい
るため、時間間隔が一定になるよ
うに関係機関へ要望するよう検討
すること。

　児童館のプレイルームのエアコ
ン設置費用等については、町の補
助対象外であるが、エアコン設置
や更新には高額な費用がかかるこ
とから、補助対象にするよう検討
すること。

　三増地内において、外国籍の方
が車を解体しており、その際に発
生するオイルが土壌に浸透し、町
の河川を汚染させる恐れがあるた
め、河川を汚染させない為の条例
を定めるよう検討すること。

　教育施設のプール清掃について、
教職員の多忙解消のため、業者等
へプール清掃を委託するよう検討
すること。

町からの回答
　本件は、町民の方からも直接町にご連絡をいただいていましたので、６月
12日に当該路線を所管する神奈川中央交通東株式会社厚木営業所に、内容
をお伝えし、「全体の営業路線の配車や同便を利用している方への影響など
を勘案しながら、今後ダイヤ改正を行う際に参考とさせていただく」旨の回
答をいただいています。
　また、併せて、７月３日に同社から要望者あて電話にて上記の内容を説明
しています。

　児童館のエアコン設置に係る補助については、標準的な設備である和室や
事務室兼図書室を対象としており、プレイルームのエアコンは補助対象外設
備となっていますので、行政区の判断のもと設置いただいています。
　したがいまして、プレイルームへのエアコン設置費用は、引き続き、行政
区において負担をお願いしたいと考えていますが、近年の酷暑を踏まえ、今
後の課題といたします。

　自動車解体業は自動車リサイクル法による許可が必要となる事業であり、
施設の基準等についても同法律により定められています。
　また、自動車解体業に該当しない場合でも、オイルの地下浸透については、
水質汚濁防止法や廃掃法、神奈川県の生活環境の保全等に関する条例などに
より規制対象となっていますので、町で新たに条例を規定する考えはありません。
　なお、ご意見のありました事業者については、現地を確認して、汚染など
の恐れはありませんでしたが、今後も注視していくとともに、必要に応じて
神奈川県と連携し、対応していきます。

　町立小学校につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により中止
となっていたプール授業を、本年度、４年ぶりに再開しましたが、再開にあ
たりプールサイド及びプール槽には汚泥等が堆積していたことから、汚れが
著しい一部の学校には業者委託し対応しました。
　また、町立中学校については、部活等で使用していたことから、例年どお
り、教職員等による清掃作業を実施しています。

第
28
回
議
会
ク
イ
ズ
の

答
え
と
当
選
者

　
前
号
の
議
会
ク
イ
ズ
の

正
解
と
当
選
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〈�

正
解
〉

　
問
１
‐
②
14
日

　
問�

２
‐
①
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改

正
案
及
び
一
般
会
計

補
正
予
算
案
（
第
１

号
）

　
問�

３
‐
③
京
都
府
亀
岡

市
議
会

〈
当
選
者
〉

　
近
藤　
　
宏
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様

　
五
十
嵐　
弘
美　
　
様

　
齋
藤　
　
華
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様

以
上
３
名

月 火 水 木 金 土 日
11/27 11/28 11/29 11/30 12/1 2 3

本会議�
（提出議案の説明）

4 5 6 7 8 9 10
本会議�

（一般質問）
本会議�

（一般質問）
総務建設�
常任委員会

教育民生�
常任委員会

11 12 13 14 15 16 17
本会議�

（委員長報告・
質疑・討論・採決）

　
紙
面
の
都
合
に
よ
り

す
べ
て
の
回
答
を
紹
介

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で

左
の
２
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
込
む
と
、
回
答
の

全
文
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
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あいかわ・ほっこり写真館あいかわ・ほっこり写真館

編
集
後
記

◎議会クイズは18ページに掲載しています。

　

今
号
で
は
、
現
委
員
が

作
成
す
る
最
後
の
議
会
だ

よ
り
と
な
り
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
２
年
間
の
表

紙
写
真
な
ど
に
つ
い
て
は

町
民
皆
様
の
気
持
ち
が
和

む
よ
う
な
「
あ
い
か
わ
・

ほ
っ
こ
り
写
真
館
」
と
し

て
、
議
員
が
町
内
で
撮
影

し
た
写
真
で
構
成
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

９
月
の
定
例
会
や
、
正
副

議
長
を
は
じ
め
監
査
委
員

と
議
会
運
営
委
員
会
委

員
、
各
常
任
委
員
会
の
選

任
な
ど
を
行
っ
た
臨
時
会

の
内
容
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
よ
り
多
く
の

方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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